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0.1.1 WWWについて
World Wide Web（WWW，あるいはたんにWeb）といわれる技術は，1991年に開発されてか

ら10年足らずの間に世界中に普及しました．日本で最初のWebページ（ホームページ）が作ら

れたのは1992年9月30日で，茨城県つくば市にある文部省高エネルギー加速器研究機構でのこ

とでした．図1が日本で初めてのWebページの表示イメージ，図2がこのページを表示させるた

めのHTMLソースと呼ばれるものです．この当時，世界で稼動していたWebサーバはまだ十数

台でした（図3）．これらの情報は，以下のサイトでより詳しく参照することができます．

・ http://www.ibarakiken.gr.jp/www/

・ http://www.tsukuba.gr.jp/www/

はじめに
序
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図1 日本初Webページの表示イメージ



日本最初のWebページから8年ほど経った現在，世界のWebサーバの数は爆発的に増加しま

した．現在どのくらいのWebサーバが世界中で稼動しているのか，正確なところはおそらく誰

にもわからないでしょう．

これだけ普及したWWWあるいはWebの中でも，ホームページは言葉としてもだいぶ一般化

し，新しい情報発信の手段として注目を集めてきています．初めは研究や技術の世界にかぎら

れていたWebページも，インターネットの普及とともに日常のありとあらゆる話題を網羅する

時代です．それに伴い，一般の人がWebページを作成し，公開する数も飛躍的に増加していま

す．

とはいえ，コンピュータやネットワークについての経験や知識があまりない人にとっては

Webページを作成することはまだまだそれほど簡単なことではないようです．自力でWebペー

ジを立ち上げるためには，多くの場合，コンピュータに関する参考書，ネットワークに関する

12 はじめに

図2 図1のHTMLソース

図3 1992年9月当時の世界のWebサーバ（CERN92-07 21December1992より）



参考書，Webページの基礎的な参考書，少し進んだWebページの参考書，等々と，いくつもの

書籍を揃えて勉強する必要があります．

0.1.2 本書の目的
本書では，現在よく見かけるレベルのWebページを一人で作り，運営していくために必要と

なる基礎知識と技術を，できるだけコンパクトにまとめることを試みました．パソコンを持っ

ていて，Webページを見ることやメールのやりとりはなんとかしたことがある（あるいはこれ

からしたい）けれども，Webページを作るとなるとどうしていいかわからないという人が読ん

でも，どうにかWebページが作成できるようになる，ということを目指しています．もちろん，

コンピュータについてある程度予備知識はあるけれどWebページを作ったことがないという

人，Webページはどうにか作っているのだけれど，いまひとつ実感がわかないという人にも役

に立つように考えました．

巷では「すぐできる」「簡単にできる」といったWebページ作成の参考書も見かけます．そ

うした本に比べると，本書は最初，難しく感じられるかもしれません．実際には，時間をかけ

てじっくり馴染んでいくことができる環境が身近にあれば，Webページの作成というのは内容

としてそれほど難しいということはありません．難しいと感じるのは主に，馴染みのない用語

にとまどうことと，コンピュータやネットワークという実体の見えにくい環境で作業すること

によります．言われた通り，書かれている通りに操作すればともかく何か結果は出るけれども，

自分が一体何をしたのか，その意味がわからないとなかなか覚えられませんし，環境が変わる

と応用も効かないものです．

たとえ話になりますが，子供が料理を覚える過程を考えてみましょう．子供というのは，一

度も自分では料理したことがない，という意味です．皮を剥いたり茹でたり炒めたりというこ

とも全く初めて，という状態から料理を覚えるまでを想像してみてください．料理には，皮を

剥く，切る，炒める，茹でるなど，色々な作業が必要です．最初はたとえばサラダを作るのに

野菜を切ったり，粉吹きイモを作るのに皮を剥いて茹でて，としたり，簡単なメニューから始

めます．やっていることは簡単ですが，いくつかのレシピをこなしていくうちに，野菜を切る

のは食べやすい大きさにしたりドレッシングを馴染ませたりするためであること，皮を剥くの

は，皮が固くて食べられなかったり食べにくいものは皮を剥くのだ，ということ，茹でたり炒

めたりするのは食べやすく，消化をよくするためだということを，言葉ではよくわからなくと

も経験として身につけていくことになります．そしていずれは自分でアレンジした料理を作っ

たり，新しい食材でも料理ができたり，という応用ができるようになっていくわけですが，も

しレシピをレシピどおりに実行するだけで，こうした料理の作業の意味を全く理解しないまま

だったとしたら，何を作るにもレシピどおりでなければできない，ということになってしまい

ます．たとえば野菜炒めなら，何か適当な野菜があれば切って炒めれば済むだけのことですが，

「切る」「炒める」ということの意味を理解していなければ，あり合わせの野菜を使って野菜炒

めを作る，ということすらできないわけです．

この例はあまりに日常的すぎるので，「あり合わせの野菜で野菜炒めを作ることすらできな

い」などというのは突飛すぎると思われるかもしれません．しかし，小説や映画などに出てき

そうな，料理は食べるだけで，本当に一度も作ったことがない人がもしいたら，野菜を切ると

いうことすらどうやっていいか途方に暮れてしまうだろう，ということは想像していただける

のではないでしょうか．

Webページ作りに関しても，今のたとえ話と似たところがあります．Webページ作りでも料

理でも，経験のある人にとっては簡単と思えることを一つ一つ自分で実際に経験しながら理解

13本書の目的と構成

はじめに



して身につけていかなくてはなりません．とりあえずできる簡単レシピ，というのは，作るこ

との楽しさを体験するという意味で重要な役割をもっています．ただ，そこから抜け出して自

分なりの料理やWebページを作るには，ある程度時間をかけてじっくりと内容を理解するとい

う経験を積んでおくことは絶対に必要なのです．

そういった意味から，本書では，通常「やっているうちにわかる」として簡単に書かれてい

ることが多いことがらについてもかなりの程度，詳しい解説を試みています．もちろん，やや

こしい勉強ばかりで結果がなかなか出ないのではやる気が失せてきますから，例題としてはで

きるだけ実用に近いものをとりあげてみました．項目によっては，細部は思い切って切り捨て，

主要な考え方に的を絞った解説になっているものもありますが，将来，自分でいろいろ調べた

ときに，もっと進んだ解説を理解するための基礎的な力はつく内容になっていると思います．

本書を読まれて，たんなるネットサーファーではなく，Webページの海を自力で航海できる

航海者になる方が増えることを願っています．

0.1.3 本書の構成
本書は5部構成になっています．

第１部はコンピュータとネットワーク，それにWebに関する基礎知識をまとめました．コン

ピュータやネットワークについては，Web作成に必要になる知識に的を絞った解説になってい

ます．

第2部は，基礎的なWebページの作成と公開までを扱っています．綺麗なレイアウトや高度

な機能はでてきませんが，第2部を理解することがWebページ作成の重要な基礎がためになり

ます．レイアウトにあまり凝らないのであれば，第2部までで基本的なWebページの作成に必

要な知識はまかなうことができます．

第3部はWebページの見た目を整えるための方法についてまとめています．本書中でも繰り

返し触れていきますが，最初の頃のWebページは，レイアウトということについて，必ずしも

強いとはいえませんでした．このレイアウト面を補うため，ここ数年様々な方法が提案され，

使われるようになってきています．第3部はそうしたレイアウトの手法について，基礎的な部

分に的を絞って解説しています．

第4部では，Webページとプログラムとを連携させる方法のさわりについて紹介しています．

プログラムに関係したことを本格的に扱うには紙数が限られているため，この第4部は実用的

な例題を中心として，雰囲気を感じてもらえる方向になっています．いずれ機会があれば，稿

を改めて基礎的な部分からの解説を試みたいと思っています．

最後の第5部はまとめです．ここでは実用的な話はなく，Webにまつわるいくつかの話題を

お話的にとりあげました．

読み方の例として，コンピュータやネットワークについてある程度予備知識のある方は，第

1部は適当に飛ばして第2部へ進まれてもかまいません．また，予備知識のない方でも，理論的

な話が得意でない方は第1部を適当に流し読みされて先へ進み，必要なときに必要なところに

戻ってくる，という読み方でもかまわないと思います．第2部までを理解すれば，最低限，自

分のWebページを運用することができるようになるでしょう．第3部まで進めば，ある程度見

栄えもするWebページを作成できる段階になります．第4部以降は少し高度な内容に入ってい

きますから，試してみたくなったときに必要なところを読む，という読み方もできます．
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本書の目的はWebページの作成です．そこでまず，Webページを作成するのに何が必要かを

ざっとみておきましょう．

1.1.1 コンピュータとソフト
まず，コンピュータはどうしても必要です．しかし，それほど高機能なものは必要ありませ

ん．執筆時点では10万円前後のコンピュータを店頭でもよくみかけるようになってきています

が，そのクラスのコンピュータで十分にWebページの作成は行うことができます．

新しく買う場合，今のところ市場ではDOS/V（Windows）とMacintosh（MacOS）が主流ですが，

どちらでも大丈夫です．DOS/VでもMacintoshでも，BSDやLinuxなどUNIX系のOSが動作しま

す．Linuxを含めてほかのUNIX系の機種とOSでももちろんかまいません．要するに，ネット

ワークに接続ができてWebページが閲覧できるものであればよく，それほどの高性能である必

要はない，ということです．WindowsやMacintoshの価格帯でいうなら，10万円台のものでも

十分に活用できます．

主に使用するソフトウェアについてですが，Webページを閲覧することのできるブラウザは

もちろん必要です．最近の機種であればこれは最初から入っている（使えるようになっている）

ものがほとんどですから心配ありません．Webページの作成には，テキストエディタと呼ばれ

る，編集用のソフトウェアを使います．これも，たいていの機種では簡単なものが初めから備

わっています．当面はこのテキストエディタで十分間に合います．なお，「テキストエディタ」

という名前のソフトがあるわけではありません（絶対ないとはいいませんが，普通は別の名前

です）．テキストエディタというのはソフトの種別のことで，書式のない文字情報を編集する

ためのソフトウェアをまとめてこのように呼んでいます．具体的になんというソフトウェアを
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この章では，Webのデザインを始める前にWebやインターネット，コンピュータについて，最低限必

要となる知識をざっとみていくことにしましょう．いわば，旅行前の下調べ，というところでしょうか．

旅の場合も，ほんとうの知識や経験というのは現地に行ってみて初めて身につくものですが，Webの場

合も同じです．下調べのときによくわからなかったことも，実際に経験してみればなんとなくわかって

くるものですから，この章に書いてあることがあまりよく理解できなくても心配することはありません．

なにかそういうことを読んだな，という程度に読み流すつもりで進んでみてください．



使うのかは第4章以降で説明しています．

以上をまとめると，廉価版クラスのコンピュータ１台と，標準で付属しているソフトウェア

があれば本書を読んでWebページを作ることは十分可能，ということになります．

1.1.2 インターネットへの接続
つぎはインターネットへの接続です．これは，本書の範囲ではとにかくインターネットに接

続できる環境があれば形態は問いません．必要なときだけプロバイダにADSLやISDNで接続す

る，あるいはアナログの電話回線で接続するダイヤルアップ接続でも，ケーブル会社などの光

ケーブルを使った接続でもかまいませんし，常時接続といわれる24時間つなぎっ放しの形でも

かまいません．もちろん，大学や企業などでインターネットにつながっている端末があればそ

こからでもできます．

実際どのように接続するかという具体的なノウハウまでは本書では扱いませんが，とりあえ

ずWebページが閲覧できるような環境であれば大丈夫です．

ただ，一点注意しておきますと，Webページを作成する過程では頻繁にサーバにアクセスす

ることが考えられます．常時接続や大学・企業のインターネット環境であれば，接続時間が長

くなっても料金が上がることはありませんが，一般のダイヤルアップ接続の場合には通信料金

に気をつけなければなりません．本書の執筆途中，特定プロバイダへのISDN接続に限ってど

れだけ使っても１ヵ月ごとに定額，というサービスをNTTが開始しました（商品名・フレッツ

ISDN）．これに応じて，プロバイダ側でも定額で使い放題，というサービスを始めるところが

増えています．（注：現在はフレッツADSLがお勧めです．いずれ家庭に光ファイバが入るFiber

To The Home=FTTHの時代がくるでしょう）

インターネットへの接続料金は，電話代＋プロバイダの料金，です．これまでも定額で使い

放題，というプロバイダはありましたが，電話代のほうは深夜・早朝に限った定額サービスし

かありませんでした．深夜・早朝（23時～7時）の定額サービスはNTTの商品名で「テレホーダ

イ」という名称なので，俗に「てれほタイム」などと呼ばれ，23時以降にネットワークが混雑

する，という現象があるくらいです．料金はテレほーだいも，フレッツ系のサービスも同程度

なので，作業する時間帯によってどちらを選択するかは違いますが，家庭でWebページを作る

ならばこの種の割引サービスを使わない手はありません．CATVケーブルなどの料金定額系の

サービスも，利用できるならば考えてみる価値があります．

いずれにしても，Webページのこまめなメンテナンス（維持管理）のためには，できるだけ

料金を気にせずに接続ができるインターネット環境を整えることが大切です．

1.1.3 Webサーバ
Webページの公開にはサーバが必要になります．サーバというのはコンピュータの役割を表

していて，サーバという機種のコンピュータがあるわけではありません．サーバに対応する言

葉にクライアントというものがあります．ごく簡単にいってしまうと，サーバはあるサービス

を提供する側で，クライアントはサービスを受ける側になります．あるサービスというのは，

ここではWebページを表示するサービス，と考えておくことにしましょう．このほかにも電子

メールのサービスやファイル共有のサービスなど，さまざまなサービスがあって，１台のコン

ピュータがいくつものサーバ機能を兼ねることや，あるサービスに関してはサーバの役割をし

つつ別のサービスではクライアント側である，ということもあります．

原理的にはどんなコンピュータでもサーバになることができますが，一般的には，より高機

能で耐久性の高いコンピュータがサーバの役割を担うほうが望ましいといえます．また，Web
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サーバでは，常時インターネットに接続していて24時間電源が入っている，ということが多く

の場合，望まれます．家庭のPCではこの条件を満たすことが難しいため，通常はどこかで運

用しているWebサーバに間借りすることが多いでしょう．

今，WebページのサーバということでWebサーバと書きましたが，サーバとしてはWorld

Wide Webのサーバということで，WWWサーバという呼び方もあります．環境によっては自

分がWebページを作成するコンピュータがサーバを兼ねることもありますが，ダイヤルアップ

接続など常時接続しているわけではない場合，プロバイダか，会社・学校などのWebサーバを

使用してWebページを公開することになります．別の言葉でいうと，Webページを作成するた

めに使用するコンピュータとは別に，Webページを公開するためのコンピュータ（サーバ）が

必要になります．

通常，Webサーバには常にインターネットに接続されているコンピュータを使い，24時間電

源を入れて連続運転するのが基本です．24時間稼動，つねにインターネットに接続というのは，

言いかえればいつでもどこからでもWebページにアクセスしてもらえる環境ということになり

ます．

社内や学内など，外部に公開したくないコンテンツ（内容）のWebサーバは逆にインターネ

ットに接続しないようにする場合もありますし（その場合でも社内や学内のネットワーク〈＝

LAN〉には常に接続されているのが普通です），特定の時間帯しか稼動しないサーバというの

もあり得ます．こうしたケースで使われるコンピュータもWebサーバには違いないのですが，

ここではそういったケースは除いて考えることにしましょう．

ところで，つねにインターネットに接続されているという条件ですが，これは光ケーブルの

ような環境で常時接続というだけでは不十分で，世界中から，サーバとして使用されているコ

ンピュータをつねに参照できるようになっていなければなりません．契約するプロバイダにも

よりますが，現状ではケーブルTV会社の個人ユーザー向け接続などでは接続先（要するに家庭

など）にサーバを置くことを認めていないところも多いようです．もちろん，ダイヤルアップ

で接続するような環境では，サーバを置く条件をそもそも満たすことができません．

そんなわけで，Webページとは別に，作成したWebページを公開するためのWebサーバの確

保，というのもWebページ作りに必要な条件の一つになります．会社や学校で，個人のページ

を置くことを認めているサーバがあればそれを使うのがもっとも安上がりな方法です．もちろ

ん，仕事や授業でWebページを作らなければならない場合は，はじめからサーバが与えられて

いるわけですからそれを使えばよいことになります．

そういったサーバがない場合は，プロバイダが提供するサーバを使うことになります．サー

バ提供の形はプロバイダによって様々で，インターネットへの接続契約をすれば自動的にWeb

ページを置く環境もセットで提供しているところもありますし，申し込めば無料で使わせてく

れるところもあります．場合によってははじめから有料のところや，Webページとしてサーバ

に置くデータ量が多い場合に追加料金が発生するケースもあります．

こうしたプロバイダとは別に，無料ないし有料でWebサーバのレンタルをしてくれるところ

もあります．無料のもので有名なところには，たとえばジオシティーズのサービスがあります．

これはYAHOO JAPANが提供しているサービスで，作成したWebページには強制的に広告が入

りますが，その代わりに利用料は無料です．有料のサービスは，置くことのできるデータ量や，

利用できる付加サービスによって価格はまちまちで，年間1万円を切るようなところから個人

ではちょっと払えないような額のサービスまであります．

なお，どの場合でも，サーバに置くことのできるデータ量や，サーバ上で実現できる機能に

は通常，制限があります．また，ドメイン名やURLという，自分のWebページを表すのに関係
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する名前のようなものも，一般には自由に使えるわけではありません．いずれも無料のサービ

スやプロバイダの付加サービスではある程度，サービス提供側に決められた範囲で利用するこ

とになります．有料サービスの場合は，データ量や機能面では無料のものより融通がききます

（もちろん料金は変わってきますが）．また，ドメイン名やURLについても一定のルール内で自

分が選ぶことができる場合が多いようです．いずれにせよ，作成したWebページを世界に向け

て発信するにはWebサーバを確保しておかねばなりません．参考までに，ジオシティーズの

URLを下記に記載しておきます．

http://www.geocities.co.jp/

会社や大学，プロバイダのサーバを利用する場合は，それぞれ利用に必要な情報（後の章で

でてきます）は，管理者に問い合わせるか，管理者の用意したマニュアルを参照しなくてはな

りません．本書でそうした情報を理解するための知識を習得してください．

1.1.4 コンテンツと情熱
さて，ここまで述べてきたものを揃えれば，外枠としては準備が整ったことになります．し

かし，Webページの作成にはもっと大切なものがあります．それはコンテンツと情熱です．

コンテンツというのはWebページに載せる内容のことと思えばよいのですが，要するにWeb

ページを作って何を発信するのか，ということです．わたしの周りにも，コンピュータはあま

り得意ではないけれど，なんとかWebページを作ってしまった，という人が何人もいますが，

そういう人たちは例外なく，「こういう内容のページを作りたい！」という情熱をもっていま

した．実際にWebページを作るまでにはいろいろ苦労することももちろんありますが，最終的

にはなんとかできてしまいますし，情熱のある人が作ったWebページというのは楽しいものが

多いのです．HTMLなどは参考書を見ればすぐに理解できてしまう，というような人でも，情

熱がなければWebページができてくることはないわけです．Webページを作るのに本当に必要

なのは，「何かを発信したいという熱意」と筆者は思っています．発信したいコンテンツと情

熱さえあれば，Webページは必ず作れます．

コンテンツと情熱と必要な環境が整ったら，いよいよWebページ作成の旅の始まりです．

さて，本章の残りの部分では，Webページを作成していくためのイメージ作りとしてWebサ

ーバを中心とした自分のWebページの運用形態を確認し，ブラウザやHTMLについてざっとみ

ていくことにします．これから先学んでいくことについて，何のために，どういうことをして

いくのか，というおおまかなイメージをつかんでください．

なお，ここまでは意識して「ホームページ」という言い方を避け，Webページとしてきまし

た．「ホームページ」は本来，個人や組織などのWebページの中で最初に表示されるページの

ことを指すものです．ほかに「トップページ」などということもありますが，一般的にはホー

ムページとWebページはほとんど同じ意味で使われることも多いようです．本書ではとくに必

要があるとき以外はすべてWebページで通していきます．
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1.2.1 Webサーバのイメージ
まず，Webサーバをレンタルで確保する場合を図1.1で見てみます．これにあてはまるのは，

プロバイダ経由でインターネットに接続し，レンタルサーバでWebページを公開するケースや，

企業・学校などでもサーバは人任せというケースです．企業・学校のサーバの場合はレンタル

という言葉は少し違いますが，誰かが設定してくれたサーバを使わせてもらう，という意味で

この分類に含めます．本書では主にこの形態でのWebページ作成を念頭において記述していき

ます．ただし，Webサーバの持ち方が主に関係してくるのは第6章，第10章，第11章のみで，

他の章を読む際には気にする必要はあまりありません．

プロバイダ経由で接続する場合についていうと，図1.1の形態では，Webページを作成する

ために使うコンピュータCは自宅にあります．ページの作成時にはインターネットに接続され

ている必要はありません（接続されていても構いませんが，ページの作成とは関係ありません）．

作成に必要な知識は本書全体で学んでいくことになります．

一方，Webページを公開するためのサーバSは，プロバイダやレンタル業者など，どこか別

の場所にあるコンピュータです．自宅のコンピュータで作成したWebページは，インターネッ

トを通じてWebサーバに転送することになります．転送するときはもちろんインターネットに

接続している必要があります．転送に関する方法は，本書の第6章で扱います．作成し，サー

バに転送したWebページは，原則としてインターネット上にいるすべてのユーザーが閲覧でき

る状態になります．この形態での作業手順を仮にまとめると，

（1）自宅のコンピュータでWebページを作成，チェックする

（2）Webサーバに転送する

（3）（自分も含めて）インターネット上で閲覧する

となります．Webページの更新があるたびに（1）～（3）の手順を繰り返すことになります．企

業や大学のサーバを企業内や学内から利用する場合，自宅ではなく自分の机の上や教室の机の

上にあるコンピュータが，コンピュータCになります．この場合はプロバイダの場合に比べる
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図1.1 レンタルWebサーバのサーバとクライアント接続形態



と，サーバSは近くにあるかもしれませんが，やはり別のコンピュータであり，自分で自由に

設定することはできません．

ここでのポイントは，ページを作成するコンピュータとWebサーバという二つのコンピュー

タがあって，場所的に離れている，ということです．たんに場所的に離れているだけでなく，

Webサーバは自分が自由に設定，管理できるものではない，ということも重要です．レンタル

のサーバの場合，サーバに置くデータの量や機能面での制限があることが多く，ページを作成

するに当たっては許可されていることとされていないことにも注意を払うことが必要です．た

とえば，第11章で出てくるCGIやSSIについてはサーバによって使えなかったり，使えても一

定の制限があったりするケースがあります．

とはいえ，自分でサーバを管理しなくともよい，ということは逆に大きなメリットでもあり

ます．はじめは誰かが設定してくれているサーバでWebページ作成の腕を磨き，ある程度マス

ターしたところで自前のサーバを考えてみるのも一つの手です．サーバを自前で立ち上げても，

本書で覚えることがらはすべてそのまま通用します．以上が本書で主に想定するWeb作成の環

境です．

1.2.2 HTMLとブラウザ
では続いて，Webの仕組みをざっと眺めてみます．図1.2をみてください．この図はとても

単純にしたもので，四角と丸が線で結ばれています．丸には「ソース」，四角には「ブラウザ」

と書かれています．

「ブラウザ」というのは，たとえばNetscapeやInternet Explorerのことと思ってください．こ

の「ブラウザ」は，英語では"browser"で，「ざっと見る」という意味の"browse"（ブラウズする）

から来ています．つまり，「ブラウズするもの」が，「ブラウザ」ということです．しかし，

Webが普及したこともあるのでしょうか，最近の辞書には"browse"の意味として「Webページ

をみること」という意味も載るようになってきているようです．

要するに，「ブラウザ」というのは人間がWebページを見ることができるように，Webペー

ジを「表示してくれる」ソフトウェア，ということができます．このWebページというのは，

たとえば図1.3のようなものです．これはこの本の出版元であるCQ出版社のトップページを

Internet Explorerで表示したものですが，Webを作成した経験のない人であれば，この画面がつ

まりWebページだ，と考えているかもしれません．別の言い方をすると，「画面に表示される

イメージ」＝「Webページ」というイメージですが，これは半分当たりで半分は違っています．

というのも，コンピュータ上（今の場合，CQ出版社のWebページが保管されているサーバ上）

には，図1.3のような画像のイメージが保管されているわけではないからです．サーバに保管

されているのは，図1.4のような内容のファイルです．このファイルが，図1.2にある「ソース」

の中身にあたります．

図1.4が「ソース」，図1.3が「ブラウザ」によって表示された画面ということを踏まえて，

もう一度図1.2に戻ってみます．この先，本書ではWebページを作成するための様々な手法を

取り上げていきます．この際，私たちが作成していくのは図1.2にある「ソース」のほうとい
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ソース ブラウザ 

図1.2 ソースとブラウザの抽象的関係図



うことになります．「ソース」の例はさきほどの図1.4のようなものですが，このファイルは

HTML（HyperText Markup Language）という決まり（規格）にしたがって書かれています．この

HTMLは，プログラムやコンピュータに慣れた人にとってはそれほど複雑なものではありませ

んが，慣れない人にとっては恐ろしげなものに見えることもあります．

このため，世の中にはHTMLのソースを生に扱わなくともWebページが作成できる，という

ツールも数多く存在します．こうしたツールは，図1.2でいえば「ブラウザ」の表示する画面

と似たイメージでWebページを作成していくためのものです．HTMLに抵抗を感じない人であ

っても，便利であるために部分的にはこれらのツールを使う場合もあります．

ですが，ここで大切なことは，そうした便利なツールを使った場合であっても，最終的には

HTML形式のソースとしてデータは保存される，ということなのです．これが大切なのは，

HTMLではレイアウトではなく文書の論理構造を重要視する，ということと関係しているから

です．Webページを作り始めるとき，割合に多くの人がもどかしく感じることの一つに，なか

なか自分の思ったとおりにレイアウトできない，ということがあります．このことは後の章で
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図1.4 CQ出版社トップページのHTMLソース

図1.3 CQ出版社トップページ（IE）



HTMLの書き方を具体的にお話するときにまた触れることになりますが，もともとHTMLとい

うものは，「表示のレイアウトはブラウザまかせ」という発想をもっているものだ，というこ

とを記憶しておいてください．

1.2.3 いろいろなブラウザ
HTMLでは「表示はブラウザまかせ」ということですが，ここで少し，その実例をみてみる

ことにしましょう．

最近では，ブラウザといえばNetscapeかInternet Explorerというのが定番になっているといっ

ていいでしょう．しかし，この2種類のブラウザ以外にも，Webページを閲覧することのでき

るソフトウェアは意外にたくさんあります．図1.5に様々なブラウザの一覧を掲げます．

図1.5の中で，少し極端な例になるかもしれませんが，文字しか表示できないLynxというブ

ラウザを用いた例を図1.6に示します．表示させているページは図1.3と同じ，CQ出版社のペ

ージです．図1.3と図1.6を比べてみるとわかるとおり，文字として含んでいる情報はどちらも

一応同じ，といえますが，見た目，つまりレイアウトはかなり違います．この違いはブラウザ

のもつ機能の違いからきているものです．Lynxでは画像を表示することがいっさいできませ

ん．画像表示が指定されている部分には，HTMLソース側でとくに指定されていなければ，

［IMAGE］などのように「そこに画像があるよ」ということを示す文字列が入ります．また，

WebページにはほかのWebページなどにジャンプするためのリンクという機能がありますが，

リンクについては下線と色の変化（図1.6では白黒の濃淡となっています）で示されています．

反転している文字の部分が現在注目しているリンクとなっており，矢印キーで注目リンクを移

っていきます．リンク先にジャンプしたい場合にはEnterキーを押します．

このように，ブラウザが違うと同じHTMLソースであってもかなり違ったイメージで表示さ
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・Netscape Commuicator & Netscape Navigator 

・Internet Explorer

執筆時点ではこの二つが「二大ブラウザ」と呼ばれている．

昔はNetscape 系は有料であったが，シェア戦争が激化す

るうちにいつしか無料となった．現在では Windows，

Macintoshとも，この二つのブラウザは「あって当たり前」

といった雰囲気になってきている． 

・Mosaic
HTMLが普及し始めた頃は，ブラウザといえばまずMosaic，

と言っていいほどメジャーなブラウザであった． 

・HotJava
Java が世に出始めた頃，実際に Java が動くブラウザとし

てJava提唱元のSun Microsystemsが開発し，配布を始めた

ブラウザ． 

・Lynx
文字のみの表示を行うブラウザ．主にUNIX系で使われて

いると思われるが，動作も軽く，プアな (表示能力の乏し

い )端末しか使えない環境では意外に重宝する． 

・WebBoy

MS-DOSでも使用できるブラウザ．IBM製で，古いパソ

コンを再活用，というコンセプトで売り出されている．

パソコン関係の部品はリサイクルしにくいので，せめて

Webブラウザとしてだけでも古いPCを活用できれば，と

いうのはなかなかよいと思うのだが，あまり売れている

ような話は聞かない． 

・Arena 

・Amaya

Arenaは，HTML3.0の，AmayaはHTML3.2の検証に用い

られていた／開発されているブラウザ．W3Cという標準

化を進めようという組織があり，これらのブラウザが使

われているのも主にその組織の内部ではないかと思われる．

標準化を進めるにあたってどれか特定のブラウザに偏る

のは好ましくない，という思想があるのかもしれない． 

図1.5 おもなブラウザの一覧表



れます．こうした文字のみのブラウザというものは極端だ，と思われるかもしれません．しか

し，たとえば最近流行しているiモードでも，簡易な画像は表示できますが文字を主体とした

表示が基本です．実際にはiモードで表示可能なHTMLソースには使用できる機能に制限があ

り，Lynxとの直接的な比較には少し無理がありますが，たとえばiモード対応ページを通常の

ブラウザで閲覧することは可能です．この場合，ブラウザとしてiモード対応の携帯電話を用

いていれば，電話番号のリンクをクリックすることで自動的に電話をかけることができますが，

Netscapeなどのブラウザではこのようなことはできません．表示イメージだけではなく，ソー

スに埋め込まれたある種の指示に関してもブラウザによって対応できるかどうかが異なってく

るわけです．

この種のブラウザによる違い，というものはNetscapeとInternet Explorerという2大メジャー

ブラウザの間にも存在しています．HTMLではタグというものを用いて，表示をはじめブラウ

ザに対する各種の指示を書いていきますが，このタグに関してもNetscapeとInternet Explorerで

は互換性のないものが存在します．タグだけでなく，ある種の拡張機能のようなものもそれぞ

れのブラウザによって違ったものをサポートしていることがままあります．さらには，同じ

NetscapeもしくはInternet Explorerであっても，バージョンが古いものでは新しいものに備わっ

ている機能をもたないわけです．このため，Webページによっては「推奨ブラウザ」という形

で，「このページはバージョンXXより新しいYYのブラウザで閲覧してください」という指示

を掲げているところも見受けられます．

1.2.4 手間と結果のトレードオフ
一般的にいえば，こうしたブラウザ限定のページはあまりよくないと思われますが，一概に

だめということもできません．たとえば，ページの作成者がどうしても実現したい機能があり，

ページを作成する時点において，実現したい機能がある特定のブラウザでしかサポートされて

いない，というようなケースです．このようなケースでは，対象となるブラウザを限定してペ

ージを作るよりほかに仕方がないこともあるでしょう．ただ，この場合でもWebページのもつ

リンクという機能を生かし，特定のブラウザでしか閲覧できない部分と，多くのブラウザで閲

覧できる部分とを切り分けておく，といった対処の仕方は考えられます．ページを作る以上，

できれば多くの人に閲覧してもらいたいというのはページ作成者に共通した気持ちでしょう
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し，そのためにはできるだけ多様なブラウザで表示が可能なページであるにこしたことはない

といえます．

とはいうものの，様々なブラウザが存在し，個々のブラウザも頻繁なバージョンアップを繰

り返している現状では，すべてのブラウザで閲覧できるページを作るということはあまり簡単

ではありません．もちろん，ごく基本的な機能に限定すればこれは可能です．さきほど出てき

たiモード対応のページなどは，クリック一つで電話をかけるといったiモード特有の機能を除

けば，現存するほぼすべてのブラウザで閲覧可能なものの例といえるでしょう．しかし，

Netscapeなどの，表示に関してより高機能なブラウザを利用できるのならば，それなりにレイ

アウトにも気を配ったページを作りたくなるのもまた人情です．実際，iモード専用のWebサ

イトというものもありますが，既存のWebサイトで，iモード対応と一般ブラウザ対応のペー

ジの両方を用意しているところもよく見かけます．さきほどの特定ブラウザ限定ページにして

も，より親切であろうとするならば，一般のブラウザでも表示可能な（しかし機能的には少し

劣る）ページと，特定のブラウザのみで表示可能な（その分高度な機能もサポートした）ページ

との両方を用意する（図1.7），ということも考えられます．

このようにブラウザの多様性に配慮したページを作成すれば，ページを閲覧する側にとって

はより快適な環境が実現されるといえます．

しかし，逆にこれはページを作成する側にとっては負担が増えることも意味します．Webペ

ージは作りっぱなしでよいというものではなく，新しい情報が出てくるにつれて更新を行って

いかなければなりません．多様なブラウザを意識して複数のページを作成するという方針をと

れば，図1.7のように更新のたびにそれぞれのページをすべて更新しなければならず，場合に

よってはこのことが意外な負担になることも考えられます．このことは，ブラウザの機能の問

題に限らず，たとえば日本語と英語の両方のページを用意する，といったケースでも同じよう

に発生しうる問題です．要するに，ごく一般的にいえば，より多くの人に見てもらうためには

より多くの手間がかかる（かかりうる）ということになります．

もちろん，さきほど述べたように，機能をある程度限定すれば手間を減らすことは可能です．

かわりにこの場合にはレイアウトや表現ということに関して多少我慢しなければなりません．
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図1.7 ブラウザ振り分け対応ページの概念図



また，Webに用いられる技術に精通し，各種ブラウザの対応状況を把握していれば，互換性

の隙間を縫うようにして，高機能でありながら広範囲のブラウザに対応したページを作成する，

ということも可能です．精通や把握といえば大変そうですが，必要とされる技術は，時間と手

間さえかけられるなら習得するのもそれほど難しいことではありません．とはいえ，もともと

この種のことに近い位置にいる人でなければ，習得にかかる時間と手間は無視できないものに

なるでしょう．

結局のところ，万能の解答というものはいまのところ存在しません．一般的には，高機能，

美しい表示結果，一般性，というプラスの方向性と，メンテナンスの煩雑さ，習得の手間，特

殊性，といったマイナスの方向性とのバランスで，自分のWebページでどこまでやるか，とい

うことが決まってきます．このトレードオフのバランス点がどこになるかは人それぞれ，とい

うほかはありませんが，つねにこのことを意識しておくのは大切なことだと思います．

1.2.5 Web演劇の「ト書き」－タグ
さきほど，HTMLというもので書かれた「ソース」が，「ブラウザ」によって表示されると

いうことがWebの一番基本的な仕組みである，と書きました．例え話になりますが，この「ソ

ース」と「ブラウザ」の関係は，図1.8のように，「台本」と「劇団」の関係になぞらえてみる

こともできます．

演劇の台本には，台詞のほかに「ト書き」といわれるものが書かれています．図1.9のよう

に，登場人物の台詞の間に，登場人物がどのような動きをするのか，台詞はどのように読まれ

るべきなのか，という指示が書かれているわけです．舞台で実際に演劇の公演が行われるとき，

ト書きは私たちに直接意識されることはありません．そのかわりに，俳優の動きでト書きの指

示は実現されていることになります．

しかし，同じ台本をもとにした演劇であっても，公演を行う劇団が違えば見た目は随分違っ

てくることがありえます．同じ劇団であっても演出家が違えばこれもまた随分違うことがあり

ます．極端な話，シェークスピアなどの古典劇を現代風にアレンジしたような舞台では，見た

目だけでいえば全く別の舞台といえなくもありません．また，同じような舞台構成，演出であ
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図1.8 同じ台本（ソース）でも劇団（ブラウザ）が異なれば印象が違ってくる



っても劇団や俳優が違えば細かいところは様々に違いがあります．それでも，同じ台本をもと

にした劇は，見ている人にとって「ああ，これはマクベスだ」「これはロミオとジュリエット

だ」ということがはっきりわかるものです．このことは，さきほどのブラウザによる表示の違

いがあっても，含まれている情報は共通している，ということに通じています．

Webの台本であるHTMLにも，ちょうど演劇のト書きに相当するものが存在しています．そ

れが「タグ」と言われているもので，図1.10がその例です．図1.10は，台本の例として挙げた

図1.9を少し意識しています．ここで示されているタグは"<CENTER>"，"<FONT>"の2種類で

す．図1.10をNetscapeで表示させたものが図1.11になります（なお，図1.10は説明のために必

要最低限の部分に絞ってあります．「正しい」とされているHTMLとして書くためにはもう少

しほかのタグを書き加えてやる必要がありますが，ここではそのことは忘れておきます）．

演劇台本のト書きにも書き方のルールがあるようですが，台本の場合には読み手が人間であ

ることもあり，多少ルールから外れた書き方をしても，（こいつ，台本の書き方も知らないの

か，と言われるかも知れないにせよ）ト書きとわかる範囲の逸脱であればどうにか書き手の意

図は汲み取ってもらえるでしょう．しかし，古くから言われているようにコンピュータという

ものは融通の利かない存在です（融通を利かせるようにしようという研究は現在活発に行われ

ていますが，現状ではまだまだと言わざるをえません）．Webにおけるト書きであるタグの書

き方にもきっちりとしたルールがあり，これを守らないと意図した結果が得られないことがよ

くあります．

タグはブラウザに対する指示を行うもので，指示の種類はいろいろありますが，書き方のル

ールはシンプルです．それは，

（1）タグは，"<"と">"で挟んで書く

（2）<CENTER>に対して，</CENTER>のように，<XXX>というタグを書いたら，必ず，

</XXX>という対応するタグを書いて閉じる．言いかえると，<XXX>と</XXX>は必ず
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図1.9 ト書き入り架空の台本

サトル，舞台中央付近へ．

サトル「(割れんばかりの大音声で)神さま，食べても食べても太らない体をください！」

カヲル，上手へ．

カヲル「(ささやくような声で)そんなものはありません」

図1.10 タグを使ったソースの例

サトル

<CENTER>

「<FONT SIZE="+3">神さま、食べても食べても太らない体をください！</FONT>」

</CENTER>

カヲル「<FONT SIZE="-3">そんなものはありません</FONT>」



ペアで用いる

（3）<FONT"SIZE＝＋2">，のように，指示に関して，指示内容を詳しく指定する必要があ

るときには，それぞれの指示内容を追加して"<"と">"の中に書く

というものです．

1番目の，"<"と">"で挟んで書く，というのはわかると思います．たとえば，<BODY>，

<HTML>，<TABLE>，のような感じになるわけです．これらのタグについては後の章で解説

しますので，ここでは意味を考えず，形だけを見てください（形だけを見る，というのは簡単

なようで意外に難しいこともありますが，そんなものもあるんだ，という程度に流しておいて

ください）．

2番目の，<XXX>と</XXX>を必ずペアで用いる，ということですが，これはたとえば，

<CENTER>ここに書かれている文字が真ん中寄せで表示されます</CENTER>

という具合に使う，ということです．上の<BODY>や<HTML>，<TABLE>という例について

も，必ず，<BODY>と</BODY>，<HTML>と</HTML>，<TABLE>と</TABLE>というように

対応させて使います．<CENTER>や<BODY>のように"/"のないほうを開始タグ，</CENTER>

や</BODY>のように"/"のあるほうを終了タグ，と呼ぶこともあります．

じつはこの2番目のルールはかなりルーズなもので，現在のブラウザでは2番目のルールがき

ちんと守られていなくてもなんとかなってしまうケースも少なくありません．ですが，この対

応ルールをきちんと守っていないと，ブラウザによって表示が乱れても文句はいえない，とい

うリスクがあります．また，XMLなど，HTMLの先を行く規格を使用する場合にはこのルー

ズさはなくなっていて，ルールを守ってきちんと書かなくてはなりません．

3番目は細かな指示に関係しているもので，図1.10でいえば，文字の大きさを指定するため

の<FONT>と</FONT>のペアに関するものです．FONT（フォント）というのは字体ということ

ですが，この<FONT>～</FONT>は文字の色や大きさを指示するためのタグです．文字に関す

る指示の場合を考えてみると，文字の大きさだけ指定したい場合，色だけを指定したい場合，

大きさと色を同時に指定したい場合など，様々な組み合わせが考えられます．これらをすべて
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図1.11 図1.10の表示イメージ（NN）



別々のタグにすると煩雑になってくることは想像できると思います．大きさだけにしても，た

とえば6種類のサイズを指定できるようにするとしたらそれぞれのサイズごとに違ったタグを

決めてやらなくてはなりません．色は最近のコンピュータでは1677万色指定できるものが多く

なってきていますから，仮りに色をすべて別々のタグで指定するということを行うとしたら

1677万個ものタグが必要になりますが，それはあまり現実的ではありません．

こういった事態を避けるために，タグにはパラメータという，追加の指示を与えてやること

ができるようになっています．パラメータというのは，<FONT"SIZE＝＋6">でいえば，

「"SIZE＝＋6"」の部分になります．このあたりは台本のト書きとは違い，コンピュータならで

はの書き方のスタイルと考えてください．

少々説明が長くなりましたが，ルール（1）とルール（2）を踏まえて，もう一度，図1.10と図

1.11を見てみましょう．二つのルールを踏まえて図1.10を見ると，どの部分がト書き＝タグで

あるか，ということが見えてくると思います．図1.10と図1.11を比較すると，表示された結果

である図1.11にはト書き＝タグの部分が全く現れていないことがわかります．

もう一つ参考のために，図1.10のHTMLソースを先ほどのLynxで表示した画面を図1.12に示

します．図1.12を見ると，真ん中に寄せる，という<CENTER>～</CENTER>の効果は得られ

ていますが，文字の大きさを指定する<FONT>～</FONT>の効果は現れていません．このよう

に，ブラウザ側で対応不可能なタグの指示については無視されてしまう，ということも覚えて

おいてください．このことは大したことではないように思えるかもしれません．しかしたとえ

ば，<FONT"SIZE＝＋6">～</FONT>に続けて，「上記で大きな文字で表示されている部分につ

いては…」というような解説文を書いたりすると，文字サイズの変わらないブラウザで見てい

る人にとってちんぷんかんぷんな内容になってしまう，というようなことが考えられます．レ

イアウト指定はあくまでも補助的なもの，ということを頭の片隅にいれておいてください．
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図1.12 図1.10の表示イメージ（Lynx）




